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序 我々は 6T:C60共蒸着膜の pn制御技術を確立し 1)、ド

ーピングによって共蒸着膜中に内蔵電界を形成すること

に成功した 2)。しかしながら、光電流を発生する光電変換

層に直接ドーピングした場合の影響は必ずしも明らかで

はなかった。そこで今回、6T:C60共蒸着膜の光電流を発生

する層へドーピングを行い、影響を調べた。 

実験 アクセプターに FeCl3を、ドナーにCs2CO3を用い、

3元蒸着法によって 6T:C60共蒸着膜へドーピングした。10 

ppm 以下のドーピングを簡単に行うために、回転板シャ

ッターを用い、ドーパントレートを 1/10～1/100にする技

術を導入した（図 1 (a)）。n+p 接合セルを作製し、p層のドーピング濃度を変化させた（図 1 (b)）。 

結果と考察 光電変換層へ FeCl3を 10 ppmドーピングしたのみで、短絡電流密度（Jsc）がノン

ドープセルの 3.51 mA/cm2から 4.02 mA/cm2に向上し、1.34 %の変換効率が得られた（図 2 (a)）。

FeCl3ドーピングによってシリーズ抵抗（Rs）が 4.39 Ωcm2から 3.57 Ωcm2に減少しており、Jsc

の向上は伝導度の増大が原因の 1 つと考えている。また外部量子効率（EQE）の結果より、6T

の吸収域（350～500 nm）で比較的高い値が観測されたことから、6Tのホール輸送性が改善して

いることが明らかになった（図 2 (b)）。発表当日はエネルギー構造も含めて、光電変換層へのド

ーピング効果について詳細に報告する。 

1) N. Ishiyama et al., Appl. Phys. Lett., 99, 133301 (2011). 

2) N. Ishiyama et al., Org. Electron., 14, 1793 (2013). 

図 1 (a) 回転板シャッター。(b) セル構造。 

図 2 (a) J-V 特性に対するドーピング効果。(b) EQEに対するドーピング効果。黒線はセル吸収を示している。 
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